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５年生 音楽集会
１月２１日（火）朝行事、５年生の音楽集会の発表です。

１年間の音楽集会の紹介も、これが最後です。学校便り７月

１５日号でもお知らせしましたが、音楽教育の目的は「音楽

に対する感性を育み、音楽に親しむ態度を養い、豊かな情操

を培う」ことです。この日の５年生の合奏や合唱はとても素

晴らしく、確かな成長を感じました。あと数ヶ月で最上級生

になります。今後の活躍を期待します。また、早朝より来校

し大きな拍手を送ってくださった保護者のみなさま、ご協力

ありがとうございました。なお、この日の曲目は、以下のとお 【君をのせて】

りです。 ①威風堂々（リコーダー演奏） ②キリマンジャロ（合奏）

③君をのせて（二部合唱） ④スマイル・アゲイン（全校合唱）

１年生 昔遊び
１月２２日（水）２３日（木）、１年生では生活科「冬の

あそび」で、昔遊びを行いました。凧揚げ、羽子板、竹とん

ぼ、おはじき、こま、あやとり、お手玉、・・・。教室や校

庭で楽しい時間を過ごしました。もちろん自分たちだけでは

できないので、お父さんやお母さん、おじいちゃんやおばあ

ちゃんに教わりながらの体験です。

最近の子どもたちは、ゲームは得意でも、昔遊びの経験は

あまりなく、貴重な体験をしました。少子高齢化が進む中で、

祖父母と同居している児童も多くありません。様々な世代が 【みんなでおはじき】

共に活動し、お互いを理解する「世代間交流」は、今後ます

ます重要になってくると思います。協力してくださったご家

族のみなさま、ありがとうございました。

団長引き継ぎ式
１月２４日（金）団長引き継ぎ式を行いました。六小には

「かしのき」「すずかけ」「つつじ」「いちょう」の縦割りの

４つの団があり、遊び集会を行ったり、運動会 では団対抗

の競技を行ったりしています。学年の枠を超えたふれあいの

場を設け、異学年交流を通して、豊かな人間性や社会性を育

むことをねらいとして活動を行っています。６年生の団長は、

リーダーとして中心的な役割でした。今回、団長が５年生に

引き継がれたことで、中心は５年生へと移っていきます。この 【団旗引き継ぎ】

ことは、児童会の中心が６年生から５年生へバトンパスされた

ことでもあります。６年生のみなさん、今までありがとうございました。そして、５年生のみな

さん、今まで以上に頑張って活躍することを期待しています。



３年生クラブ活動見学
１月３０日（木）６校時、３年生がクラブ活動を見学

しました。クラブ活動は、「異年齢の児童同士で協力し、

共通の興味・関心を追求する集団活動の計画を立てて運

営することに自主的・実践的に取り組むことを通して、

個性の伸長を図りながら資質・能力を育成する」ことを

目的とし４年生以上の児童が週１回程度活動しています。

現在六小には、家庭科・スポーツ・パソコン・おもし

ろ研究・金管・図工・将棋カルタの７つのクラブがあり

ます。この日３年生は、担任の先生の引率でクラスごとに 【おもしろ研究クラブを見学】

順番に見学をしました。楽しそうな活動を見て歓声をあげ

たり、驚いたりと、あっという間の１時間でした。来年度

からの活動が楽しみですね。

Ｉ・Ｓ・Ｔ（いじめ・ストップ・チーム） ～児童会発表から～
２月４日（火）朝行事、５，６年生８名の児童会本部役

員による集会が行われました。この日のテーマは、「いじ

めストップ」です。

はじめに「いじめを受けたことがあるか」「見たことは

あるか」というアンケート調査の結果を発表し、悲しい思

いをしている人がいるので、いじめやいじりをなくしてい

くことが必要であると説明しました。また、自分たちで作

成した寸劇や動画を流し、相手の気持ちを考えて行動する

ことの大切さを訴えました。最後に、Ｉ・Ｓ・Ｔ（いじめ

・ストップ・チーム）について紹介し、加入を呼びかけまし 【児童会発表の様子】

た。今回のような児童主体の活動は、いじめを根絶する上で

とても重要な活動です。児童会本部役員のみなさん、ありがとうございました。そして、みんな

で、「笑顔あふれる第六小学校」をつくっていきましょう。

夢をもち、努力しよう ～２月５日朝会から～
２月５日（水）、朝会では「夢をもち、努力しよう」という話を

しました。概要は、以下のとおりです。

①錦織圭選手の紹介

夢や希望をもつことが、頑張っていこうという力になる

②大谷翔平選手の紹介

野球とは関係ないことも大切にしなければならない

③イチロー選手の紹介

自分の目の前にあることに全力で取り組む、それを続けること

が大切

３人のスポーツ選手の紹介の後、イチロー選手の言葉を借りて、

「みなさんの目の前にあることは何か」と投げかけ、次のことを見直そうと話しました。

・毎日の授業に一生懸命に取り組む

・お掃除を一生懸命にがんばる

・係や当番、委員会の仕事をしっかりやる

・家庭学習を毎日やる

些細なことや、当たり前のことをしっかりこなしていくことが、人を成長させ、豊かな人格を

形成していくことにつながるのだと思います。夢に向かって力強く前進していく六小の児童のみ

なさんを応援しています。




